
ゴンチャロフでは､ バレンタインデーにイブたちの幸せも
スイートシリーズ●あたたか愛v a l e n

を願って多彩なチョコレートを
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写真は､ スイートシリーズでする

２Jjl4Il

伝えたいのr 私の愛」
をご用意いたします。

コレート。
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t i n e フェミニンなチヨ
フアニーシリーズ●愛デアたっぷりのv a l e n t i n e ウイットあふれるチョコレート。
ﾃ ｲ ｽ 河シリーズ●ふれ愛のv a l e n t i n e 粋でアダルトなチョコレート。
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コン号ヂャロフ
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行動的なわたし
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| ＰＯﾕ ｏｌＳＵＭＭＨＲＣＯｌ｣ 正ＣｎＯＮ
春ｳも夏へのコットンﾌ ｧ ｯ ｼ ｮ ﾝ ｡レディスも期待できそう。
日時／３月８日掛､ ９日出､ 1 0 日（日）正午～R M 8 : ００
場所／ＤＯＬＣＥＭＡＣ３ＦＭＡＲＥ( センター街２丁目）

Ｚ| 館Ｃ雛雪軽Z 弊苦ＳｌＮＣＥ１８９５Ｋ○B Ｅ
本部/中央区三宮町1丁目6 - 2 2 ( ﾆ ｭ ｰセンター7 F）（0 7 8 ) 3 9 2 - 1 6 5 1

三宮本店／三宮センター街〈0 7 8 ) 3 9 1 - 0 8 9 5京都店／藤井大丸2Ｆ（0 7 5 ) 2 1 1 - 0 8 5 7
ブﾚ ずー ｼ ｮ ｯ：／ﾄアロード（0 7 8 ) 3 9 1 - 0 8 9 6姫路店／F E S T A 2Ｆ（0 7 9 2 ) 8 9 - 4 7 3 8
ドルチェマック／三宮センター街（078)332-0141宝塚店／宝塚南口サンピオラ3Ｆ(0797)71-4830

、
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篭

鍵慧雲魯
－キで過ごすロマンチックバレンタイン
さわやかな味わいカミふたりだけの時間を彩ります。

クコーハイム
、 ノ

一と三Ｚ
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〈辻製菓学校在学中／題字も〉
「物心がついた頃から、私がケーキを焼いて
いると側へ来て、みよう見真似で粉遊びをし
ているような子供でした」というお母さまの
言葉どおり、房子さんのケーキ作りには年季
が入っている。お母さまが四人姉妹でケーキ
作りや料理の腕は全員プロ並みという環境で
育ったせいもあるだろう。
昨春、甲南女子短大を卒業し、友人は皆就

職したが、丁度“辻製菓学校”が開校したの
で、その夜間部へ通い始めた。パン、和菓子
中華菓子、デリカテッセン等洋菓子以外にも
いろいろレパートリーが増えている｡ ｢ 先生は、
『料理は素材の吟味で勝負だけど、菓子は卵
と粉が主材料だから、技術が高いんですよ』
ってすごく誇りを持って教えてくださいます。
一日抜けるともうそのお菓子は教えて頂けな
いので、絶対休めないし、必死でノートをと
ってます。大学生の時でもこんなに一生懸命
勉強しなかったのに( 笑) 」
アルバイトでクッキーやケーキを焼くが、

昭和病院々長のお父さまにまでは滅多にあた
らないとか。でもバレンタインにはとってお
きのチョコレートケーキを乞うご期待。

ノ

誰にあげようかな、
今年のパﾚ ﾝ ﾀ ｲ ﾝ ケーキ

内藤房子

４

，Ｉ

ＶＯ
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／

５Ｆ< リチヤードジノリ･ イタリアンフルーツテイーセツト> ティーカップ1 7 , 0 0 0 円( １客) , ケーキ皿1 0 『0 0 0 円, テイーポツト4 5 , 0 0 0 円, シ
ュガーポツト2 6 , 0 0 0円,クリーマー2 0 , 0 0 0円,ケーキスタンド3 5 , 0 0 O円くデザイナーズギルド>テーブルクロス1 4 , 0 0 0円,ナフキン1 , 6 0 0円
〈バカラ> キャンドルスタンド1 6 . 0 0 0 円Ｂ１Ｆ< ジョリカ> バレンタインケーキ2 , 0 0 0 円

、鯵照li4f、WiM蔀'1KOBE
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神戸から愛をこめて、ポーム・ダムール
ちょっと気どった味をお届けします。

合一番舘
中央区元町通１盲目８．．５元町時計店ビル３Ｆ.

公391..3138

開

今年も心をこめてステキな味をお届けしま式
本店で、おいしいお茶とケーキもどうぞ。

燭 スイス菜f ハイジ
本店／水道筋６丁目１．．１８公8 0 1 4 4 6 6

L-－

霊
３壷

バレンタインには、特製ハート型チョコレー
トケーキもお目見得します。予約受付中

IROYi6hL／

Ei趣
神戸三宮生田東門筋公3 3 1 - 5 6 2 8

◎Ｙ･ ＫＵＳＡＫＡ／ＭＡＮＫＹＯ
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静かな語らい、静かな味わい。
三宮の素敵な憩いの場。

Ｃ母y 瀞声皐調尋

が募窒ｱ
本店／中央区東町1 1 3 - 1 大神ピル1 . ．公3 2 1 - 5 1 1 4
三宮店／: ; ･ ' 宍区三宮町１大和ピル1 Ｆ喬3 9 2 - 4 0 0 4

バレンタインは自然の優しさと甘さをキュー
トに焼き上げた手づくりケーキとクッキーを

すこやかライフのティー＆ケーキ

ＧＲＥＥＮ・N O f T 彊
中央区元町通２‐・３‐・２ジェム3Ｆ“9 2 . . 1 8 0 8

トアロードでさわやかな時の流れを…．．
森哲也のムーディな演奏をお楽しみ下さい。

ﾐ ｭ ｰ ジｯ ｸ ･ ラウゾジ

ーウiシトッーレ
トアｕ－ド店／中央区下山手通２．．５．６公3 9 1 - 3 8 2 2
北野店／ダイワナイトプラザ6 Ｆ密2 2 1 . 3 8 8 6

iミ雪雲雲塞購､,.ー皇
|坐皇些．

神戸で生まれ、神戸で育った瑚俳を落ち言い
た調度品に囲まれた温かなムードとともに。

ＴｈｅＦ雨鱈: E “f お凸。『
Ｃｌ岨』か9己･ ･ 8 ℃“に。酔堂的●

珊排倶楽部
E b 央区北長狭遥１ムーンライトピル1 Ｆ密3 3 2 . . 2 0 1 6
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「

写真提供／西村写真研究所

ハイカラ神戸の

鰯熱喜
eこのシリーズはファッション都市ＫＯＢＥへの
私たちの願いをこめて. …

★よろず御槻衣謎上虚

神戸シャツ
神戸市中央区三富町3 丁月1 - 6 念3 3 1 - 2 1 6 8

☆舶来品ブティック

ヱズタ一ニュートン
神戸市中央区北長狭通3 丁目1 2 - 1 4 か3 3 1 - 1 8 1 8

☆欧風家具･ 設計･ 創作

永田良介商店
神戸市中央区三富町3 丁目1 - 4 壷3 9 1 - 3 7 3 7 ～９

★世界のオシャレをお届けする

､:;Z索
神戸市中央区元町通1丁目4 - 1 3念3 3 1 - 3 1 1 2

☆婦人帽子

、、堅〆､､ ､ < <、
マ鍔シ＞

神戸市中央区北長狭通2丁目6-13念331会師１

☆舶来品ﾌ ﾞ ティック

SanChe
神戸市中央区元町通2丁目5 - 7念3 3 1 - 4 7 0 7

☆本格派の人々に愛される

ヨョ茄歳

、

神戸市中央区三富町3丁目1-9念331-5190ノ
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剖碧嘩調ｅ樫霊埜言匿張蝿こい暴和鋼Ⅷ一画程』

院惑いさ〔ｈ製多至牌全罵や特逗ｗ一暗罵渓雲壌璽

侭三旺収篇‐妬やＩ屋ョ旺闘裁侶艇韓浄伽叫

雪滴割殺建至牌金屋や終逗里暗罵渓雲壌璽く１会、ｅ璽禅や受ｅ捧讃偏会洞

躯坤妬《‐崖ョ掻仙驚弧鍵紀蝶蕊、△へ愉瓜異

這Ｉご一》αの室山爾栗画）
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1 2 ～１７長楽南画研究会展 常設展

ジョイント

ギャラリー
常設展

蕊繍'１;’

書廊葵；
ＪＬ

ジョイント

ギャラリー

神戸市中央区三宮町１丁目
６－３（パレックス東隣）
、念(078)391-4137月曜休

1 9 ～２４小林則予油絵個展

神戸市中央区二宮町１丁目
６－１８ジョイント３Ｆ
壷（078)331-2046 ノ

ギ
ャ
ラ
リ
ー

ほ
い
ソ
か
．
わ

中
央
区
一
一
・
宮
町
２
丁
目
９
．
‐
、

安
東
電
気
店
２
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
３
３
１
１
２
４
８
５

堀
川
昭
年
さ
ん

／・具象画に個性を求める
「京阪神の若手アーティストにぜひとも使って
もらいたいですね｡ ｣ とオーナー堀川昭年さん。
これまでは陶芸、染色などあらゆる分野の作品
を展示してきたが、今年はなるべく具象画腫的
をしぼって、個性を出していきたいとも。
これからもどんどんいい作家瞳出会って、す

ばらしい作品を我々に見せてほしいものです。

Ｎ汁Ｋ

★寿・・ラ

mIl豆恵曝蔭雲鐸★た』画廊

画廊錦

常設展

神戸市中央区三宮町１丁目
５－３０三宮センター街
壷(078)331-1721～3水曜休

ギャラリー

あじさい

常設展

神戸市中央区三宮町１丁目
8 - 1 - 3 Ｏ５さんプラザ３Ｆ
志(078)331-1639,1067

S A L O N ＆ＯＡｕＥＲＹ（北野坂）

神戸時代
常設展

神戸市中央区中山手通1 丁目
2 3 - 1 0モンシャトーコトブキ
ピル１Ｆ竃(078)242-3567
喫茶(昼)土日体・スナック【夜〕日電体
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ち
ょ
っ
と
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に
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る

不
思
議
世
界
…
．
．
．
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マ
ー
シ
ャ
ル
は
、

ガ
ウ
デ
ィ
や
ラ
ン
ボ
ウ

そ
し
て
、
ピ
ン
ク
の
小
さ
な
象
…
…

不
思
議
な
女
の
子
の
ユ
メ
…
…

異
様
な
印
象
の
絵
…
…

最
近
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
…
…
お
も
し
ろ
い
。

フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル
で

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ウ
イ
ズ
」
を
観
た
。

あ
や
し
気
で
不
思
議
世
界
。

レ
ー
ス
が
揺
れ
動
く
、
絹
の
光
沢
…
…

ア
ン
ド
ロ
ジ
ナ
ス
の
世
界
。

何
故
か
気
に
な
る

春
の
傾
向
。

一
一
一

ＮＥＵＥＭＯＤＥＭＡＲＣＨＥＮ
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ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
が
ブ
ー
ム
を
呼
ん
で
い
る
が
、
中
央
区
二
宮
町
の
大
西
産
業
㈱
で
は
一
一
年
前
か
ら
、
大
西
モ
ー
タ
ー
プ
ー

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
が
ブ
ー
ム
を
呼
ん
で
い
る
が
、
中
央
区
二
宮
町
の
大
西
産
業
㈱
で
は
一
一
年
前
か
ら
、
大
西
モ
ー
タ
ー
プ
ー

ル
内
の
地
下
を
掘
り
、
六
甲
山
系
の
天
然
地
下
水
〈
六
甲
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
〉
を
開
発
し
た
。
同
社
経
営
の
鮪
と
鍋
料
理
、

「
花
銀
」
や
東
京
・
神
戸
の
モ
ニ
タ
ー
が
使
用
中
だ
が
、
反
響
も
上
々
。
質
の
高
い
神
戸
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
神
戸
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

民
間
側
か
ら
も
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
と
い
う
大
西
清
太
社
長
に
お
話
を
伺
っ
た
。

剰
雲
ｌ
ど
う
い
う
す
よ
。
神
戸
の
水
は
殊
に
レ
ベ
ル
が
高
い
で
す
か
ら
。

堤
跨
拒
鋤
細
扉
鋤
１
１
外
国
で
は
飲
み
水
が
ワ
イ
ン
よ
り
高
か
っ
た
り
し
ま
す
ね
．

６
１
別
ｖ
誇
誌
で
蕊
、
雛
ち
蛎
仙
興
鑑
灘
膿
穂
陳
碓
難
解
鶴

‐
」
、
西
テ
ナ
ン
ト
に
、
た
く
さ
ん
売
ら
れ
て
い
る
し
、
体
に
良
い
も
の
に
強
い
関
心
を

鋤
大
淵
禦
蝋
龍
邪
涛
一
局
鵜
譲
僻
碓
蕊
線
鮮
継
無

二
垂
入
っ
て
い
た
の
食
事
の
時
、
プ
リ
ン
か
ゼ
リ
ー
の
缶
詰
め
か
と
間
違
う
ほ
ど
立
派

卿
で
す
が
、
水
道
で
、
小
さ
な
容
器
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
水
を
出
さ
れ
た
時
は
ビ
ッ
ク
リ

料
金
が
年
々
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
対
策
と
し
て
掘
っ
し
ま
し
た
ね
。
そ
れ
に
水
と
い
っ
て
も
炭
酸
が
入
っ
て
い
る
の

た
ん
で
す
。
こ
の
周
辺
は
良
い
水
が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
の
で
す
。
炭
酸
は
胃
の
中
の
物
を
沈
静
さ
せ

て
は
い
ま
し
た
が
予
想
以
上
で
す
。

る
作
用
が
あ
る
の
で
、
水
と
い
っ
て
も
薬
に
近
い
意
識
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
ね
。

ｌ
か
在
り
高
い
品
質
だ
と
伺
い
ま
し
た
が
：
…
。
幸
か
不
毒
か
日
本
は
水
が
良
い
の
で
、
ご
く
近
年
ま
で
飲
み

大
西
こ
の
水
は
、
六
甲
山
系
か
ら
押
し
出
さ
れ
た
花
崩
岩
の
水
を
意
識
し
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

深
層
に
あ
る
砂
喋
層
に
含
ま
れ
る
伏
流
水
で
す
。
１
２
中
の
ミ

ネ
ラ
ル
総
硬
度
は
１
０
０
噸
以
上
、
イ
オ
ン
総
量
は
“
蝿
を
超
ｌ
日
本
で
も
ミ
ネ
ラ
ル
ゥ
ォ
‐
夕
‐
が
多
く
出
回
り
始
め
ま

え
る
と
い
う
結
果
が
で
ま
し
た
。
大
腸
菌
も
水
圧
そ
の
他
か
ら
し
た
ね
。

生
存
不
可
能
な
ん
で
す
。
飲
ん
で
み
て
〃
こ
れ
は
ち
が
う
″
と
大
西
ご
承
知
の
よ
う
に
日
本
は
水
資
源
の
豊
富
な
国
で
す
。

感
じ
ま
し
た
。
各
土
地
に
よ
っ
て
天
然
水
中
の
ミ
ネ
ラ
ル
の
配
背
骨
状
に
連
な
っ
た
山
脈
の
向
き
と
高
さ
が
良
い
ん
で
す
ね
。

合
は
異
な
り
、
神
戸
の
水
に
も
独
自
の
自
然
配
合
が
あ
り
ま
す
。
明
治
以
後
の
日
本
の
工
業
化
ｌ
例
え
ば
製
鉄
そ
の
他
の
産
業

神
戸
の
人
は
神
戸
の
水
を
飲
む
の
が
一
番
体
に
良
い
と
思
い
ま
の
発
達
も
良
い
水
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。
と
こ
ろ
が
水
質
は
随

ｌ
か
な
り
高
い
品
質
だ
と
伺
い
ま
し
た
が
…
…
。

民
間
側
か
ら
も
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
と
い
う
大
西
清
太
社
長
に
お
話
を
伺
っ
た
。

ル
内
の
地
下
を
掘
り
、
六
甲
山
系
の
天
然
地
下
水
〈
六
甲
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
〉
を
開
発
し
た
。
同
社
経
営
の
鮪
と
鍋
料
理
、

深
層
に
あ
る
砂
喋
層
に
含
ま
れ
る
伏
流
水
で
す
。
１
２
中
の
ミ

ネ
ラ
ル
総
硬
度
は
１
０
０
噸
以
上
、
イ
オ
ン
総
量
は
“
蝿
を
超
ｌ
日
本
で
も
ミ
ネ
ラ
ル
ゥ
ォ
‐
夕
‐
が
多
く
出
回
り
始
め
ま

え
る
と
い
う
結
果
が
で
ま
し
た
。
大
腸
菌
も
水
圧
そ
の
他
か
ら
し
た
ね
。

生
存
不
可
能
な
ん
で
す
。
飲
ん
で
み
て
〃
こ
れ
は
ち
が
う
″
と
大
西
ご
承
知
の
よ
う
に
日
本
は
水
資
源
の
豊
富
な
国
で
す
。

感
じ
ま
し
た
。
各
土
地
に
よ
っ
て
天
然
水
中
の
ミ
ネ
ラ
ル
の
配
背
骨
状
に
連
な
っ
た
山
脈
の
向
き
と
高
さ
が
良
い
ん
で
す
ね
。

合
は
異
な
り
、
神
戸
の
水
に
も
独
自
の
自
然
配
合
が
あ
り
ま
す
。
明
治
以
後
の
日
本
の
工
業
化
ｌ
例
え
ば
製
鉄
そ
の
他
の
産
業

神
戸
の
人
は
神
戸
の
水
を
飲
む
の
が
一
番
体
に
良
い
と
思
い
ま
の
発
達
も
良
い
水
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。
と
こ
ろ
が
水
質
は
随

料
金
が
年
々
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
対
策
と
し
て
掘
っ
し
ま
し
た
ね
。
そ
れ
に
水
と
い
っ
て
も
炭
酸
が
入
っ
て
い
る
の

た
ん
で
す
。
こ
の
周
辺
は
良
い
水
が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
の
で
す
。
炭
酸
は
胃
の
中
の
物
を
沈
静
さ
せ

て
は
い
ま
し
た
が
予
想
以
上
で
す
。
る
作
用
が
あ
る
の
で
、
水
と
い
っ
て
も
薬
に
近
い
意
識
が
あ
る

大
西
こ
の
水
は
、
六
甲
山
系
か
ら
押
し
出
さ
れ
た
花
崩
岩
の
水
を
意
識
し
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

「
花
銀
」
や
東
京
・
神
戸
の
モ
ニ
タ
ー
が
使
用
中
だ
が
、
反
響
も
上
々
。
質
の
高
い
神
戸
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
神
戸
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

き
っ
か
け
で
地

下
水
を
掘
ら
れ
１
１
人
外
国
で
は
飲
み
水
が
ワ
イ
ン
よ
り
高
か
っ
た
り
し
ま
す
ね
。

氏
た
の
で
す
か
？
大
西
ア
メ
リ
カ
で
も
西
海
岸
と
東
海
岸
で
は
水
に
対
す
る
意

誌
大
西
私
共
の
識
が
ち
が
う
ん
で
す
。
東
海
岸
で
は
デ
パ
ー
ト
で
も
飲
み
水
が

西
テ
ナ
ン
ト
に
、
た
く
さ
ん
売
ら
れ
て
い
る
し
、
体
に
良
い
も
の
に
強
い
関
心
を

大
以
前
中
華
料
理
持
っ
て
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
な
る
と
日
本
人
に
は
理
解
で

ｌ
ど
う
い
う
す
よ
。
神
戸
の
水
は
殊
に
レ
ベ
ル
が
高
い
で
す
か
ら
。

幸
か
不
幸
か
日
本
は
水
が
良
い
の
で
、
ご
く
近
年
ま
で
飲
み

の
〃
海
皇
″
が
き
な
い
く
ら
い
意
識
が
発
達
し
て
い
ま
す
。
飛
行
機
の
機
内
の

入
っ
て
い
た
の
食
事
の
時
、
プ
リ
ン
か
ゼ
リ
ー
の
缶
詰
め
か
と
間
違
う
ほ
ど
立
派

で
す
が
、
水
道
で
、
小
さ
な
容
器
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
水
を
出
さ
れ
た
時
は
ビ
ッ
ク
リ

の
で
し
ょ
う
ね
。

■

■
高
品
質
の
六
甲
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
飲
料
水
に
最
適

〃
神
戸
の
水
″
を
神
戸
名
物
に

大
西
産
業
社
長
・
大
西
清
太
氏
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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三

○
町
脳
１
２藤尋-．

分
悪
く
な
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
最
近
は
各
方
面
の
水
認
識

も
大
き
く
変
ろ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
飲
料
水
も
大
気
汚

染
と
か
生
活
雑
排
水
が
水
源
を
汚
す
た
め
、
細
菌
を
殺
す
塩
素

が
多
く
投
入
さ
れ
、
水
道
水
の
味
が
悪
く
な
っ
た
の
で
す
。
私

は
飲
料
水
と
雑
用
水
を
分
け
た
ら
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
神

戸
市
は
琵
琶
湖
か

ら
も
水
を
引
い
て

ま
す
が
、
飲
料
水

だ
け
は
神
戸
ウ
ォ

ー
タ
ー
を
確
保
し

た
い
で
す
ね
。

鑑滅’
１でのモ
ド嬉す評二
がしか判タ
あい？は１
りエいの

話ｐ

Ｑ謹
一

尾●

毛
堂

誤
’
四
ｍ

鋼鍵W鰯雲Ｉ
Ｈ・Ｋ大西産業株式会社

竜

瀞
』

ｌ
健
康
の
た
め
に
も
い
い
こ
と
で
す
ね
．

大
西
〃
ア
ル
カ
リ
性
生
水
″
こ
そ
、
〃
健
康
″
に

不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す
よ
。

ま
す
。
東
京
の
フ
ジ
Ｔ
Ｖ
の
報
道
局
長
で
あ
る
藤
村
さ
ん
宅
で

も
毎
月
、
試
飲
項
い
て
い
ま
す
が
、
仕
事
柄
全
国
各
地
か
ら
ミ

ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
が
届
け
ら
れ
る
そ
う
で
、
飲
み
比
べ
を
さ

れ
る
そ
う
で
す
。
藤
村
家
で
は
結
局
、
月
山
の
水
と
神
戸
の
水

が
最
後
ま
で
残
り
、
と
う
と
う
神
戸
の
水
が
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

な
っ
た
そ
う
で
す
よ
（
笑
）
。

他
に
も
〃
子
供
が
神
戸
ウ
ォ
ー
タ
ー
し
か
飲
ま
な
く
な
っ
た
〃

と
い
う
声
も
聞
き
ま
す
。
い
よ
い
よ
日
本
で
も
水
を
選
ぶ
時
代

が
や
っ
て
き
た
、
と
い
う
感
が
あ
り
ま
す
。

庶墓謹蕊J亨撫考嬬再'駒逐
六甲山系のミネラルウォーターは健康と美容の源に ｢ 花銀１本店

１
１
大
西
産
業
と
し
て
は
こ
の
地
下
水
を
一
般
に
売
ら
れ
る
の

で
す
か
？

大
西
現
在
は
瓶
詰
め
と
釦
４
入
り
の
パ
ッ
ク
を
作
っ
て
お
送

り
し
て
い
ま
す
が
、
将
来
的
に
は
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
マ
シ
ー
ン

と
い
う
よ
う
な
機
械
を
導
入
し
、
車
等
で
買
い
に
来
ら
れ
る
方

に
お
売
り
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
小
売
店
や
ス
ー
パ
ー
に
置
か

ず
、
産
地
で
の
み
の
販
売
に
し
、
そ
の
か
わ
り
一
般
に
売
ら
れ

て
い
る
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
半
額
以
下
の
価
格
に
で
き
ま

す
。
自
動
販
売
機
に
し
て
も
い
い
で
す
ね
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
水
は
宅
急
便
を
使
冗
て
贈
答
用
に
使
っ
て
頂

く
の
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
神
戸
ウ
ォ
ー
タ
ー
が
神
戸
名
物
の

ひ
と
つ
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。
民
間
サ
イ
ド
で
市
内
に
何
カ

所
か
飲
料
水
用
の
地
下
水
を
掘
れ
ば
地
下
資
源
の
活
用
が
即
観

光
資
源
に
な
り
ま
す
。

６
ま

水
が
良
い
と
い
う
こ
と
は
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
畑
詞
封

缶
》
》
識
華
群
唾
唖
母
軒
岬
鐸
詣
硫
詮
叫
峰
裁
奉
》
唾
識

区
丁
幻
売

神
戸
の
水
は
昔
か
ら
船
乗
り
仲
間
に
も
、
〃
赤
軽
晒
唖
鑑

道
を
超
え
て
も
腐
ら
な
い
水
″
と
し
て
珍
重
さ
読
聯
町
製

れ
て
き
た
ほ
ど
で
す
。
神
戸
の
街
全
体
で
神
戸
神
肋
壷
条

ウ
ォ
ー
タ
ー
を
開
発
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
詞
剖
劉
当
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雪Ｉ－ . 雪雲目堂毛

山
田
純
子
（
ロ
‐
卜
製
薬
社
長
山
田
唆
邦
氏
令
嬢
）
芦
屋
市
在
住

ヨ
四
号
ヨ
ヨ
用
一
一
号
一
〈
ロ
言

研
ぎ
す
ま
さ
れ
た

感
性
の
持
ち
主

才
媛
；
ん
〈
３
〉

昨
夏
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
ご
一
緒
し
た
ん
で
す

が
、
同
行
の
皆
に
優
し
く
気
配
り
な
さ
る
の
で

感
心
し
ま
し
た
。
語
学
も
堪
能
で
ケ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
の
夏
期
講
座
を
受
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
ね
。

お
菓
子
を
焼
け
ば
プ
ロ
並
み
だ
し
、
セ
ン
ス

が
良
い
の
で
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
も
め

才
菖
「
一
Ｊ
，
そ
昨
児
ｉ
順
一
ｆ
１
３
．
ノ
ー
ィ
、
ご
／
推
薦
者
／
諸
泉
陽
子

が
良
い
の
で
フ
ラ
ワ
ー
ァ
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
も
め
（
専
正
池
坊
家
元
・
泉
会
主
宰
〉

き
め
き
上
達
さ
れ
ま
し
た
。
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
や
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
セ
ン
ス
か
ら
も
、
生
活
全
般
に
渡
っ
て
エ
ン
ジ
ョ
イ
す
る
術
を

よ
く
ご
存
知
の
知
的
で
素
晴
ら
し
い
女
性
だ
と
思
い
ま
す
。
（
談
）

→
墓
■
』
望

訂竃
詫凸戸＝－昌一

宅 戸雪一

笠

「
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ァ陰
君呂

唾

神
γ
鼎
媛
；
ん
〈
４
〉

静
か
な
情
熱
を
秘
め
た

素
敵
な
お
嬢
さ
ん

原
真
由
美
さ
ん
〈
ピ
ア
ニ
ス
ト
灘
区
在
住
〉

曇
舞
い

ｒ
・
”
汐
君
寺
１
司

り
Ｌ
■
角
■

漠
鱗

ヨ
画
号
ヨ
ロ
一
路
一
一
の
号
一
〈
ロ
言

掴

１

１ ‘

1１

､３

『
・
一

ｒ
門

『
』

真
由
美
さ
ん
の
お
宅
と
は
灘
区
長
峰
台
で
隣

組
。
大
阪
湾
を
一
望
の
揃
栖
な
ぉ
宅
か
ら
は
練

習
に
打
ち
こ
む
真
由
美
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
曲
が
洩

れ
て
く
る
。
桐
朋
学
園
で
ピ
ア
ノ
を
専
攻
。

荷

こ
の
頃
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
協
演
、
ヴ
ァ
ィ
推
薦
者
／
長
島
隆

オ
リ
ン
と
デ
ュ
オ
な
ど
各
地
で
演
奏
活
動
、
〈
騨
鱗
灘
〉

そ
し
て
武
庫
川
女
子
大
や
桐
朋
の
音
楽
教
室
で
の
指
導
な
ど
、
休
む
暇
も

な
い
活
躍
ぶ
り
で
す
。
気
分
転
換
に
は
キ
ッ
チ
ン
で
料
理
に
夢
中
に
な
る
。

美
し
い
容
姿
に
静
か
な
情
熱
を
秘
め
た
素
敵
な
お
嬢
さ
ん
で
す
。

園

鯨
座皇聖』
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了洲

／ － へ

元町３丁I E I に移嘱して早や半年
唾

蕊

。 ヘ
》
血

鎌
Ｉ
．
ＩＱ

#

、
候旦

~ 子盈堅

みなさまに親しまれて5 2 年。一つ一つ丹念に心をこめ
た手造りの老舗の上品な風味。
二つ茶屋が元町３丁目に移転して早や半年がたちまし
た。これまで以上の努力で、みなさまのご愛顧におこた
えいたします。

山側

至中央突堤

ﾖＪｐ

Ｆ

調

里雪激黛急当為常一苛

ノ、

一一'国鉄元町駅'帯三富

陥
続

西口東口（

至花隈

浜側

本店中央区元町通３丁目７－９壷( 3 3 1 ) 0 7 5 5 ㈹
岡本店東灘区岡本１丁目5 - 5 ダイソービル内

竃(452)0570
工場中央区三宮町３丁目1 ０冠( 3 3 1 ) 0 7 9 6

Ｑ

⑭

｣ ‘（元町４丁巨
一
一③
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希
望
に
あ
ふ
れ
る
お
二
人
を
記
念
す
る
踊
り
も
の
。

引
出
物
に
は
少
し
若
々
し
い
感
覚
の
器
を
選
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か

木
箱
に
包
み
美
し
い
水
引
を
添
え
て
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

、／

清水焼

雷裟絢抱

み 両
Ｌ

引
出
物
に
秤
欝
〃
清
水
焼
〃

〒6 5 O 神戸市中央区港島中町6 - 1 0 - 1 神戸ポートピアホテル
aO78-302-1557／078-302-1111(内線3514）

仁清山茶花着彩番茶器５２００円

“神戸ポートピア‘ｗ、
ホテルロピー

、ホテル入口〆

彫淫蕩T農|凹
渇7雲晶

市氏広期

、

ン

神戸ポートピアホテル店
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美しいお支度は

チヅツノ

詞／

多／舞子ビラ写真室

お
慶
び
の
日

清
楚
な
催
き
の
花
嫁
に
。

（撮
着付け／チヅル美容室

本店

舞子ビラ店

■
一

／神戸市須磨区衣掛町２丁目１－１５
西(078)731-2997

／神戸市垂水区東舞子町1 8 - 1 1 舞子ビラ
恋(078)7 0 6 - 4 7 2 9（直通）

衣裳協力／中川衣裳店
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１
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画
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甑
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面
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凹
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回
春
刈
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型
】
『
‐
冊
‐

毛
ｐ
Ｌ

' 征

壁

〆

、

建て売りに
一色添える演出を
お手伝いします。

ム

皿
区
コ
ト
一
ｚ
丘
。
」
ｚ
山
一
圧
０
厘
コ
型

_liM

高砂Ｓ邸

１ 永田良介商店
欧風家具・設計・施工

神戸大丸前
ＴＥＬ（０７８) 3 9 1 - 3 7 3 7 ～９
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動金丸建築設計室 ＝剛堅剛照蝋金丸雅博
神戸市中央区中山手通４丁目１－１４
山の手シヤルマンビル5ＦＴＥＬ３９２－０５０１

ノ

陣
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雨
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=１（ 幸
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、
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国
画
画
面
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CALLO78（221）３０３７
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やすらぎを感じる
無機質の空間

胃
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司意

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



ノ

、

ﾘｯﾁな感覚で
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春
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永六輔( 左）柳原淑乃( 右）
色トフ妙さそく
がのルなしれり
聴音Ｉるてに。

劇
的
な
部
分
に
シ
ン
セ
サ
イ
ザ

ー
を
使
っ
た
舞
を
や
り
ま
す
。

ほ
ん
わ
か
と
し
た
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
で

は
な
く
、
女
の
凄
味
、
美
し
さ

を
内
面
に
と
ど
ま
ら
ず
、
様
女

な
も
の
と
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
さ

せ
て
表
現
し
た
い
」
と
意
欲
い

っ
ぱ
い
。

演
出
家
。
雌
川
幸
雄
の
世
界

を
理
想
と
し
て
い
る
。

☆
今
年
は
通
訳
と
し
て

神
戸
で
頑
張
り
ま
す

「
今
年
か
ら
本
気
で
ゴ
ソ
ゴ
ソ

と
動
き
出
す
こ
と
に
し
ま
し
た

動
い
て
い
な
い
と
、
ど
う
も
つ

ら
い
の
で
す
」
と
話
す
の
は
、

フ
リ
ー
で
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
し
て
活
躍
中
の
川
上
也

須
子
さ
ん
。

昭
和
妬
年
に
同
志
社
大
学
を

卒
業
、
妬
年
に
は
神
戸
で
Ａ
＆

Ｙ
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
を
設
立
。
通
訳
と
し

て
だ
け
で
は
な
く
、
経
営
者
と

し
て
の
手
腕
を
も
発
揮
、
国
年

に
ハ
ワ
イ
へ
移
住
、
師
年
に
帰

》
》
呼
搾
》
桝
塞
》
》
州
睦
》
》

訳
を
務
め
た
経
験
を
生
か
し

て
、
本
国
で
も
通
訳
と
し
て
活

躍
し
た
い
と
意
気
盛
ん
で
あ

衆
の
心
を
魅
了
す
る
１
．

年
昨
旭
月
旭
日
、
北
野
シ
ア

タ
ー
ポ
シ
ェ
ッ
ト
で
永
六
輔
さ

ん
と
柳
原
淑
乃
さ
ん
（
フ
ル
ー

ト
）
が
〃
デ
ュ
エ
ッ
ト
″
し
た

ト
ー
ク
の
カ
ー
ド
を
用
意
し

て
柳
原
さ
ん
が
抽
出
、
永
さ
ん

が
た
て
つ
づ
け
に
語
る
。

「
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
話

を
ひ
と
つ
、
カ
モ
シ
カ
は
鹿
で

な
く
牛
で
す
。
一
つ
賢
こ
ぐ
な

っ
た
で
し
よ
」
と
軽
妙
に
。
「
津

軽
三
味
線
の
高
橋
竹
山
は
目
が

見
え
た
ら
〃
山
道
が
見
た
い
〃

と
言
い
ま
し
た
。
淀
川
長
治
さ

ん
は
毎
日
、
卯
歳
を
超
え
る
実

母
に
〃
生
き
ま
す
か
″
と
電
話

を
入
れ
る
そ
う
で
す
」
と
シ
リ

ア
ス
な
話
も
。

蕊

蟹
轟
趨
荊
冠
【
零
賜
露
穣
鞭
堀
埋

☆
お
話
し
と
音
楽

そ
し
て
フ
リ
ー
ト
ー
ク

お
し
ゃ
べ
り
に
つ
ぐ
お
し
や

１
１１７
１

「
狸
の
群
」
を
含
め
た
風
景
・
静

物
画
な
ど
加
点
余
を
集
め
た

「
第
肥
回
笠
松
方
成
水
彩
画
展
」

が
、
昨
年
末
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
か
れ
た
。

「
私
は
徳
島
生
ま
れ
、
先
祖

が
蜂
須
賀
で
阿
波
ダ
ヌ
キ
と
い

う
縁
も
あ
っ
て
タ
ヌ
キ
ば
か
り

描
い
て
き
ま
し
た
が
、
今
は
同

じ
阿
波
で
も
淡
路
の
文
楽
人
形

に
魅
か
れ
て
い
ま
す
。
」
と
笠
松

さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
水
彩
画
を

通
じ
て
多
く
の
人
々
に
そ
の
楽

し
み
を
わ
か
ち
あ
い
た
い
と
意

欲
的
だ
。

。j海ｅ
Ｂ絶a ｋ

（
明
石
市
在
住
）
が
昨
年
、
「
大

阪
文
化
祭
賞
」
本
賞
と
「
日
本

芸
能
大
賞
」
努
力
賞
を
ダ
ブ
ル

受
賞
し
た
。

〃
を
ん
な
の
情
″
を
主
題
に
地

唄
舞
に
打
ち
込
む
松
本
さ
ん
、

こ
の
受
賞
は
殊
の
外
の
喜
び
で

「
頂
い
た
と
き
は
、
唖
然
と
し

た
」
ほ
ど
。
こ
の
受
賞
を
受
け

て
今
年
の
抱
負
は
、
「
や
は
り

〃
を
ん
な
の
情
″
を
舞
い
つ
づ

け
た
い
で
す
ね
。
九
月
に
は
ユ

ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

今
ハ
ル
で
、
〃
愛
〃
を
テ
ー
マ
に
、

☆
〃
を
ん
な
の
情
″
｜
筋
に

舞
台
ご
と
に
話
題
を
投
げ
か

け
る
邦
舞
家
の
松
本
尚
蒔
さ
ん

博
学
と
う
ん
蓄
一
杯
の
一
夜
で

☆
女
性
の
発
言
を
代
表
し
て

本
誌
に
も
度
々
随
想
を
執
筆

中
の
作
家
の
三
枝
和
子
さ
ん
が

》
癖
》
密
霊
》
》
》
》
》
》
》

執
筆
し
て
い
る
。

文
学
界
、
文
芸
、
海
燕
な
ど

文
芸
六
誌
を
読
ん
で
の
批
評
と

い
う
こ
と
で
三
枝
さ
ん
も
意
欲

満
々
。
「
批
評
家
で
な
く
、
小

説
家
の
視
点
で
書
い
て
み
よ
う

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
文
芸
時

評
で
女
性
に
声
が
掛
か
る
の
は

珍
し
い
こ
と
な
の
で
、
女
性
の

発
言
と
い
う
意
味
で
も
頑
張
っ

て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
」

ハ
ー
ド
な
仕
事
だ
が
、
充
実

し
た
一
年
に
な
り
そ
う
。

☆
水
彩
画
を
通
じ
て

生
き
る
喜
び
を
伝
え
た
い

一
昨
年
、
訂
年
６
カ
月
の
教

師
生
活
に
ピ
リ
オ
ド
を
う
ち
、

現
在
は
新
長
田
、
六
甲
道
な
ど

の
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー
で
「
水

松本尚蒔

ン
タ
ー
で
「
水

彩
画
教
室
」

の
講
師
と
し

ん
て
幅
広
い
活

さ
動
を
続
け
て

識
い
る
笠
松
方

松
成
さ
ん
。
第

笠
沌
回
日
本
水

彩
画
会
展
に

出
品
し
た
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